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競争・独占・独占禁止法 ー 越後和 典 22 
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19世紀末ドイツのオリユント認識・ ー・杉原 達 60 
第一次大戦期ドイツにおける住宅政策の展開・後藤俊 明 80 
日中戦争前中国安徽省における茶統制政策 川 井 悟 111
リッカートとランプレヒト論争 ー ー奥凹隆 男 130 
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体的な解明へと発展¥.-，その間， ~ドイツ金融資本成立史論j (1956年)， ~ド
イツ資本主義論l (1965年)， ~現代ドイツ社会史研究序説~ (1982年〉等のこ
労作を発表され， ドイツ資本主義研究に不朽の足跡を残されました。さらに，
近守の先生のご関心は経済学の梓では収まりきれない広い領域に及び，一方で
は経済史をより大きな社会史の中に埋めこむ作業に取り組まれるとともに，他
方では『河 t肇全集』の編集や雑誌『歴史と社会」の編集に参画されて，近代
日本及び世界の社会思想にも研究の射程をのばされており，先生はいまや人間
と社会との関わり全体を研究領域に設定されつつあります。
先生はまた， 日本ゃドイツの関係学会中研究団体におL、て指導的役割をはた
され，国際的に若々しい芽を育てられました。先牛の門下から優れた研究者が
数多く輩出し，先生は教育者としても，すばらしい業績をあげられました。
行政面では，昭和40年代から50年代にかけて，先生は京都大学評議員，経済
学部長の重責を担われました。きわめて苦Lい時期に本学部を支えられたこと
に対する本学部構成員の感謝の念はまことに深いものがあります。
京都大学経済学会は，先生の多年にわたる学恩に謝意を表すべし 「経済論
議』の本号を記念号として編集することになりました。先生のこ指導を受けら
れた方々の意欲的な労作を集めて，ご退官を記念する論文集を編み，先生に捧
げることができま Lたことは，わたくしども一同のこの上ない慶ひであります。
先生が，今後もますますご清祥におすごLになり，ご研究を発展されますこ
とを 4心からお干iTりいたLます~。
1985午10月20日
京都大学経済学部長山田浩之
